
第
百
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仙
台
市
特
別
用
途
地
区
建
築
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
特
別
用
途
地
区
建
築
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
特
別
用
途
地
区
建
築
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
制
限
」
を
「
制
限
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
二
」
を
「
別
表
第
一
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
第
二
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
別
表
第
四
」
を
「
別
表
第
三
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
四
」」
を
「
別
表
第
三
」」
に
、

「
別
表
第
四
の
二
」
を
「
別
表
第
四
」
に
改
め
る
。

第
五
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
特
別
工
業
地
区
」
を
「
第
一
種
特
別
工
業
地
区
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
各
号
中
「
第
六
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
第
六
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
二
条
た
だ
し
書
」
に
、「
又
は
第
六
条
た

だ
し
書
」
を
「
、
第
六
条
た
だ
し
書
、
第
七
条
た
だ
し
書
、
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
又
は

第
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
二
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
第
六
条
」
を
「
第
九

条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
七
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
六
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条

を
加
え
る
。

（
国
際
文
化
交
流
拠
点
地
区
内
の
建
築
制
限
）

第
八
条　

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
内
に
指
定
さ
れ
た
国
際
文
化
交
流
拠
点
地
区
内
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
八
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
別
表
第
十
一
に
掲
げ
る
建
築
物
を
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
国
際
文

化
交
流
拠
点
地
区
の
目
的
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

第
二
種
住
居
地
域
内
に
指
定
さ
れ
た
国
際
文
化
交
流
拠
点
地
区
内
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
る
ほ
か
、
別
表
第
十
二
に
掲
げ
る
建
築
物
を
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
国
際
文
化
交
流
拠
点
地
区

の
目
的
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

（
国
際
学
術
研
究
拠
点
地
区
内
の
建
築
制
限
）

第
九
条　

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
内
に
指
定
さ
れ
た
国
際
学
術
研
究
拠
点
地
区
内
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
八
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
別
表
第
十
一
に
掲
げ
る
建
築
物
を
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
国
際
学

術
研
究
拠
点
地
区
の
目
的
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

第
二
種
住
居
地
域
内
に
指
定
さ
れ
た
国
際
学
術
研
究
拠
点
地
区
内
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
る
ほ
か
、
別
表
第
十
二
に
掲
げ
る
建
築
物
を
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
国
際
学
術
研
究
拠
点
地
区

の
目
的
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
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の
限
り
で
な
い
。

（
建
築
物
の
用
途
に
関
す
る
制
限
の
緩
和
）

第
十
条　

別
表
第
十
三
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
用
途
地
域
内
に
指
定
さ
れ
た
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
特
別
用
途
地
区
内
に

お
い
て
は
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
を
建
築
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
第
二
種
特
別
工
業
地
区
内
の
建
築
制
限
）

第
六
条　

工
業
専
用
地
域
内
に
指
定
さ
れ
た
第
二
種
特
別
工
業
地
区
内
に
お
い
て
は
、
法
第
四
十
八
条
第
十
三
項
の
規
定

に
よ
る
ほ
か
、
別
表
第
十
に
掲
げ
る
建
築
物
を
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
市
長
が
安
全
上
若
し
く
は
防
火
上

の
危
険
の
度
若
し
く
は
衛
生
上
の
有
害
の
度
が
低
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

別
表
第
一
を
削
り
、
別
表
第
二
を
別
表
第
一
と
し
、
別
表
第
三
を
別
表
第
二
と
し
、
別
表
第
四
を
別
表
第
三
と
し
、
別

表
第
四
の
二
を
別
表
第
四
と
す
る
。

別
表
第
十
中
「
第
五
条
」
の
下
に
「
、
第
六
条
」
を
加
え
、
同
表
の
次
に
次
の
三
表
を
加
え
る
。

別
表
第
十
一
（
第
八
条
、
第
九
条
関
係
）

一　

貸
切
風
呂
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

二　

簡
易
宿
泊
所

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
で
環
境
を
害
し
、
又
は
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
て
市
長
が

指
定
す
る
も
の

別
表
第
十
二
（
第
八
条
、
第
九
条
関
係
）

一　

マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
、
射
的
場
、
勝
馬
投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も

の
二　

ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
水
泳
場
、
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
又
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
場

三　

貸
切
風
呂
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

四　

ホ
テ
ル
、
旅
館
又
は
簡
易
宿
泊
所

五　

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
で
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の
六　

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

七　

床
面
積
の
合
計
が
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
畜
舎

八　

前
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
で
環
境
を
害
し
、
又
は
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
て
市
長
が

指
定
す
る
も
の

別
表
第
十
三
（
第
十
条
関
係
）

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

工
業
専
用
地
域

第
二
種
特
別
工
業
地
区

法
第
四
十
八
条
第
十
三

項

一�　

自
動
車
修
理
工
場

又
は
自
動
車
整
備
工
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�

場
に
併
設
さ
れ
る
物

品
販
売
業
（
自
動
車
又

は
そ
の
部
品
の
販
売

業
に
限
る
。
）
を
営
む

店
舗
で
、
そ
の
用
途
に

供
す
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
千
五
百

平
方
メ
ー
ト
ル
以
内

の
も
の

二�　

自
動
車
修
理
工
場

又
は
自
動
車
整
備
工

場
に
併
設
さ
れ
る
自

動
車
に
直
接
燃
料
を

供
給
す
る
た
め
の
施

設
に
附
帯
す
る
建
築

物
で
、
そ
の
用
途
に

供
す
る
部
分
の
床
面

積
の
合
計
が
千
平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の
も

の

第
二
種
中
高
層
住
居
専

用
地
域

国
際
文
化
交
流
拠
点
地

区

法
第
四
十
八
条
第
四
項

一　

博
物
館

二　

美
術
館

三�　

劇
場
、
映
画
館
、
演

芸
場
又
は
観
覧
場

四　

展
示
場

五　

集
会
場

第
二
種
住
居
地
域

国
際
文
化
交
流
拠
点
地

区

法
第
四
十
八
条
第
六
項

一�　

劇
場
、
映
画
館
、
演

芸
場
又
は
観
覧
場

二　

展
示
場

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

文
教
地
区
及
び
特
別
工
業
地
区
の
区
域
内
の
建
築
物
に
関
す
る
制
限
等
の
内
容
を
変
更
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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